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オリンピック・パラリンピック基本方針推進調査 

文化を通じた機運醸成試行プロジェクト 三次採択案件概要（5件） 

 

［分野：伝統芸能・工芸］ 

①  プ ロ ジ ェ ク ト 名 ： 世界遺産 薬師寺 健康祈願バリアフリーイベントの開催 

 実 施 団 体 ： 共栄印刷株式会社  

 実 施 時 期 ： 2017年1月～2月。イベント実施は1月29日（日） 

 

 場 所 ： 法相宗大本山薬師寺（奈良県） 

 プロジェクトタイプ ： 多言語対応、バリアフリー対応 

 概 要 ： 世界遺産薬師寺を舞台に、健康祈願、精進料理

（和の健康食）体験、および盲目の和太鼓奏者によ

る演奏を行い、健常者、障がい者の隔てなく、外国

人も含めて、大勢が参加して楽しめるイベントの開

催手法と効果の実証実験を行う。2020年には、障が 

いを問わず参加可能なイベントを大々的に実施し、他の世界遺産施設へノウハウを広

げ、観光客に優しい歴史的建造物があることを国内外に広げ観光客増加につなげる。 

 効果・検証方法 ： イベント来場者に対するアンケート調査の実施（参加前の期待と参加後の感想との比

較）。また、運営スタッフによる改善点（座席、来場者の導線、運営体制、必要な専門ス

タッフ等）の洗い出しを行う。 

 

 

 

 

 

［分野：地域文化発信］ 

②  プ ロ ジ ェ ク ト 名 ： 「外国人にもわかる“和の住まい文化劇場” 

－大阪くらしの今昔館と吉田家住宅で紡ぐ和の住まい文化 体感 to 共感－」 

 実 施 団 体 ： 大阪市住宅供給公社 

 

 実 施 時 期 ： 2017年2月4日（土）～8日（水） 

 場 所 ： 大阪市北区天満地域（大阪くらしの今昔館およ

び文化財住宅「吉田家」） 

 プロジェクトタイプ ： 多言語対応 

 概 要 ： 歴史的な住まい空間を舞台に、町人の暮らしぶ

りを描く参加型の演劇シーン、多言語対応のICT 

サブシステム、衣・食・住・遊・学の暮らし体験プログラムをセットで展開。和の生活文化

を外国人に伝える際の問題点や相互交流のあり方を、演劇手法を導入して実践的に検

証し、2020年には本プロジェクトを通年事業として実施するなど、異文化コミュニケーショ

ンの共創と深化を目指す。 

 効果・検証方法 ： 参加型劇場の外国人体験者からの意見･コメント、総括シンポジウムを通じて、異文化

コミュニケーションの課題抽出と解決策の検証を行う。更にその結果を全国の文化施設

のインバウンド対応に示唆を与える情報提供を行う。 
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［分野：食文化］ 

③  プ ロ ジ ェ ク ト 名 ： 「和食でおもてなし！」（和食文化の発信・伝達）モデル構築プロジェクト 

 実 施 団 体 ： 一般社団法人和食文化国民会議  

 実 施 時 期 ： 2016年12月～2017年2月 

 

 場 所 ： 東京都 

 プロジェクトタイプ ： 多言語対応、バリアフリー対応 

 概 要 ： 和食文化国民会議の会員（学会・研究者・地域

サークル・調理師・メーカー・情報サイト業者・生

産者等450を超える企業、団体、個人）が、在日

大使館員や在日外国プレス、国内外アスリート

の家族、障がい者に「和食」の基本情報である

食材や調理方法等を、調理実演を含む体験型 

講座で伝達するイベントを実施。イベントの成果を国産農産物を使用した和食文化普

及のための体験プログラム及びマニュアルにとりまとめる。2020年には「和食の語り

部」が案内する大型和食文化イベントを全国で実施する。 

 効果・検証方法 ： 和食文化に関する講座にて、参加者（外国人、障害者、アスリート）、講師･スタッフへ

のアンケートを通じ、課題抽出、改善、和食文化プログラムとして取りまとめる。次年

度以降に国内のインターナショナルスクール、日本語学校、障害者、ホストタウン、

わが国在外公館等での多言語ツールやマニュアルを活用いただき、WEB、SNSを通

じた情報発信を行う。 

 

 

 

 

 

［分野：現代アーツ・現代パフォーミングアーツ］ 

④  プ ロ ジ ェ ク ト 名 ： MEDIA AMBITION TOKYO デジタリースケープ 

 実 施 団 体 ： 公益財団法人 画像情報教育振興協会（CG-ARTS） 

 実 施 時 期 ： 2017年2月11日（土） 

 

 場 所 ： 六本木ヒルズ 森タワー52階展望台 東京シティ

ビュー (東京都港区六本木) 

 プロジェクトタイプ ： 多言語対応、バリアフリー対応 

 概 要 ： 国内外の気鋭アーティストを招き、テクノロジー

とアートを切り口にライブパフォーマンスとトーク

セッションを実施。テクノロジーを介してあらゆる 

人が楽しめる未来の娯楽のありかたを実験・提唱するパフォーマンスを行う。2020年

にはパーソナルデバイスやAIを活用した円滑な多言語コミュニケーションなど、テ

クノロジーを活用したツールの試行実現を目指す。 

 効果・検証方法  ： プロジェクト実施後に各界の有識者との意見交換を実施するとともに、PR効果等を分

析。また、参加アーティストや有識者インタビューをウェブサイトでアーカイブ（日英

二ヶ国語）として公開し、アクセス状況等を把握する。 
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［分野：障害者・バリアフリー関連］ 

⑤  プ ロ ジ ェ ク ト 名 ： 誰もが楽しめる自由な芸術祭 

「ユニバーサルアートフェスティバルinすみだ」 

 実 施 団 体 ： 中日新聞社 （HEART & DESIGN FOR ALL）  

 実 施 時 期 ： 2017年2月4日（土）、5日（日）の２日間開催 

 

 場 所 ： 東京都 墨田区 

 プロジェクトタイプ ： バリアフリー対応 

 概 要 ： 日本国内外で活躍する障がいを持つ文化人の

保護者による講演会をはじめ、文化・芸術面で

活動する障がい者団体の取り組み紹介する展

示等、幅広い層に対して文化活動を体験する機

会を設けるイベントを実施。これらを新聞紙面な

どで情報発信をすることで文化活動の更なる活 

性化や心のバリアフリー推進を図る。パラリンピック開催に向けてユニバーサルマ

ナーの知識を習得したボランティアの育成の強化にも努めていく。 

 効果・検証方法 ： イベント来場者に対するアンケート調査および新聞の読者アンケート調査（イベント告

知前と後の比較）を実施する。 

 

 

 



オリパラ基本方針推進調査 プロジェクト審査会委員（三次採択分） 

 

 

◎青柳 正規   東京大学名誉教授（前文化庁長官） 

 

朝原 宣治   大阪ガス株式会社近畿圏部地域活力創造チーム

マネジャー 

北京オリンピック銅メダリスト 

 

田口 亜希   アテネ・北京・ロンドンパラリンピック射撃日本代表 

日本パラリンピアンズ協会理事 

日本郵船株式会社 人事グループ 社会貢献推進チーム 

 

谷川 じゅんじ スペースコンポーザー、ＪＴＱ代表 

 

横澤 大輔   株式会社ドワンゴ 取締役 CCO  

ニコニコ超会議統括プロデューサー 

一般社団法人日本ネットクリエイター協会代表理事 

 

 

※◎委員長 

※五十音順、敬称略 

 


